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平成２７年１月以降の主な参加行事	 

１月１日（木）	 元旦祭・元朝祭	 

１月４日（土）	 九里県議年賀会・上砥山新年賀詞会	 

１月６日（火）	 商工会年賀会・議会懇談会	 

１月８日（木）	 青年会議所年賀会	 

１月９日（金）	 議会改革特別委員会	 

農林業団体年賀会	 

１月１０日（土）	 滋賀県教職員組合旗開き	 

１月１１日（日）	 消防出初め式・成人式	 

１月１３日（火）	 公職選挙制度勉強会	 

１月１６日（金）	 自治労旗開き	 

１月１８日（日）	 耐寒アベックマラソン大会	 

１月２３日（金）	 商工会金勝支部総会	 

１月２４日（土）	 生活困窮者に関する勉強会	 

１月２７日（火）	 議会改革特別委員会	 

環境建設常任委員会	 

１月３０日（土）	 ベーシックインカム勉強会	 

	 ２月５日（木）	 全員協議会	 

２月７日（土）	 民主党滋賀定期大会	 

２月１０日（火）	 上砥山営農組合懇談会	 

２月１１日（水）	 チーム滋賀総会	 

２月１６日（月）	 議会改革特別委員会	 

２月１８日（水）	 栗東市森林林業活性化推進委員会	 

２月２５日（水）	 平成２７年度当初予算協議会	 

３月３日（火）	 ３月定例会開会（〜２４日）	 

３月１９日（木）	 金勝第２保育園卒園式	 

３月２０日（金）	 金勝小学校卒業式	 

３月２１日（土）	 平智之勉強会	 

３月２５日（水）	 金勝川水系土地改良区総代会	 

No.４８ 
Since:2003.3 

ご
あ
い
さ
つ 

  

桜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
▕ 

 

日
本
人
は
桜
が
大
好
き
で
す
か
ら
▔
特
に
心
弾

む
季
節
で
は
な
い
で
し
▻
う
か
▕ 

 

さ
て
▔
早
い
も
の
で
３
月
定
例
会
も
終
わ
り
▔

新
年
度
の
予
算
も
執
行
さ
れ
▔
新
た
な
年
度
の
多

く
の
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
▕ 

 
ま
た
▔
市
庁
舎
内
で
は
人
事
異
動
に
よ
る
新
た

な
配
置
が
決
ま
り
▔
新
し
い
体
制
で
業
務
に
あ
た

る
こ
と
と
な
り
ま
す
▕ 

 

さ
ら
に
▔
新
年
度
は
保
育
士
さ
ん
を
含
め
１
９

名
の
新
規
採
用
の
方
々
が
▔
栗
東
市
で
奉
職
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
▔
フ
レ
◂
シ
◄
な
風
が

吹
い
て
く
る
こ
と
で
し
▻
う
▕ 

 

一
方
▔
議
会
の
方
も
県
議
会
議
員
選
挙
に
続
き
▔

市
議
会
議
員
の
選
挙
も
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
▔
各

陣
営
▔
準
備
に
余
念
の
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
▕ 

 

私
自
身
も
▔
４
期
目
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
決
意
し
▔
出
馬
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
▕ 

 

今
一
度
▔
初
心
に
か
え
り
▔﹁
常
に
主
権
は
市
民
﹂

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
▔﹁
私
の
仕
事
﹂
に
書
か

せ
て
い
た
だ
い
た
思
い
を
し
▸
か
り
と
実
現
で
き

る
よ
う
頑
張
▸
て
い
く
所
存
で
す
▕ 

 

皆
様
に
は
▔
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
指
導
ご
鞭
撻 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
お
願
い
し
▔
ご
挨 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
ま
す
▕ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗
東
市
議
会
議
員 

 
 

栗  東  市  Ｎ  Ｅ  Ｗ  Ｓ  
 

■ コンビニで納付スタート	 

 
	 本年４月から市の税金・料金を、全国のコンビニ
エンスストアでお支払いいただけるようになりま

す。	 

	 コンビニ利用の場合、店舗の営業時間内であれ

ば、曜日や時間にかかわらずお支払いできます。こ

れまでどおり金融機関や市役所の窓口でも支払い

可能ですので、選択肢が広がります。	 

	 

■ 国道８号バイパスに大きな予算措置	 
 
	 慢性的に渋滞する国道８号線の渋滞解消のため

のバイパス（野洲栗東バイパス：４.７km）が計画

されてから、多くの時間が流れましたが、この２〜

３年で大きく動き出すこととなりました。出庭地

区、宅屋地区、蜂屋地区、大橋地区においては、近

年、用地測量や地元説明会などが行われ、用地買収

等も進んでいます。	 

	 そんな中、国の方からバイパス工事の進捗をより

進めるために、総額２５億円（用地債含む／栗東・

野洲合計）の補助が国より交付されることがほぼ確

定。今後の工事の進捗に期待がかかります。	 

発行責任者／田村隆光            〒520-3004 栗東市上砥山1468-5 TEL:077-558-0241 FAX:077-558-2762 
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■
予
算
の
特
徴 

	 

①
市
税
関
係	 

	 	 

市
税
収
入
で
は
䣍
固
定
資
産
税
䣍

市
た
ば
こ
税
䣍
都
市
計
画
税
が
減

収
し
䣍
法
人
市
民
税
や
個
人
市
民

税
は
一
定
の
伸
び
を
示
し
䣍
全
体

で
前
年
比
０
・
７
％
䥹
約
９
千
万

円
䥺
の
増
と
な
り
ま
し
た
䣎	 

	 

②
地
方
交
付
税	 

	 	 

平
成
２
７
年
度
も
交
付
団
体
䥹
※
䥺

の
見
込
み
で
あ
り
䣍
普
通
交
付
税
䣍

特
別
交
付
税
併
せ
て
２
億
３
千
万

円
を
計
上
䣎	 

	 

䥹
※
䥺
自
前
の
財
政
が
豊
か
で
国
か
ら
交

付
税
を
受
け
な
い
自
治
体
の
こ
と
を
䣓
不

交
付
団
体
䣔
と
言
い
ま
す
が
䣍
栗
東
市
は

昭
和
５
８
年
か
ら
２
７
年
連
続
で
不
交

付
団
体
で
し
た
が
䣍
平
成
２
２
年
か
ら
財

政
危
機
に
陥
䣬
た
事
で
䣍
現
在
䣓
交
付
団

体
䣔
と
し
て
国
か
ら
の
交
付
税
を
受
け
て

い
ま
す
䣎
地
方
交
付
税
に
は
䣍
普
通
交

付
税
と
災
害
な
ど
の
特
別
な
財
政
需
要

に
対
応
す
る
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
䣎	 

普
通
交
付
税
は
䣍
道
路
や
施
設
の
整
備
䣍

行
政
サ
䤀
ビ
ス
な
ど
䣍
自
治
体
の
必
要
経

費
を
算
出
し
た
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
䣍

自
治
体
の
税
収
な
ど
を
差
し
引
き
䣍
不
足

分
を
国
が
補
う
制
度
で
す
䣎	 

	 

③
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
等	 

	 	 

市
政
を
運
営
す
る
上
で
䣍
国
や

平成２７年度一般会計予算決まる ２３２.９億円 
前年より約１３億円増 国の施策・台風災害対応・事業進捗が要因  

３月 
定例会 
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県
の
施
策
や
事
業
に
よ
る
も
の

は
䣍
そ
れ
ぞ
れ
負
担
金
や
補
助
金
䣍

そ
し
て
委
託
金
と
し
て
䣍
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
が
䣍
今
年
度
は
䣍

国
庫
負
担
金
を
約
３
０
億
円
䥹
昨

年
度
よ
り
約
４
億
円
減
䥺
䣍
県
の

負
担
金
を
約
１
３
億
円
䥹
昨
年
度

と
ほ
ぼ
同
額
䥺
と
見
込
ん
で
い
ま

す
䣎	 

	 

④
市
債
発
行	 

	 	 

市
債
䥹
地
方
債
䥺
と
は
䣍
市
単

独
に
よ
る
街
路
事
業
や
市
営
住
宅

の
維
持
管
理
䣍
小
学
校
の
大
規
模

改
造
䣍
防
災
無
線
の
整
備
等
々
䣍

公
共
施
設
な
ど
の
整
備
の
資
金
を

金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ
䣍
一
会

計
年
度
を
超
え
て
返
済
し
て
い
く

も
の
で
す
が
䣍
今
年
度
は
１
５
億

円
䥹
昨
年
度
は
約
１
０
億
円
䥺
ほ

ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
䣎	 

	 

■
お
も
な
事
業
予
算 

	 

◎
後
継
プ
ラ
ン	 

	 

＊
新
駅
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
事
業	 

	 
	 

国	 
	 

３
億
７
３
０
０
万
円	 

基
金	 

	 
	 

８
５
０
０
万
円	 

	 
	 

借
金	 

４
億
４
０
０
０
万
円	 	 

◎
有
害
鳥
獣
防
除
事
業	 

	 

１
７
０
０
万
円	 

	 

◎
学
童
保
育
所
管
理
運
営
費	 
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＊
利
用
対
象
を
全
小
学
生
ま
で
拡	 

	 
	 

大
し
䣍
開
所
時
間
の
延
長
と	 

	 
	 

葉
山
東
学
童
保
育
所
を
増
築	 

国	 

１
億
６
２
４
万
円	 

	 
	 
	 

県	 
	 

７
８
９
０
万
円	 

	 
	 
	 

市	 
	 

４
４
５
５
万
円	 

借
金	 

	 

２
４
０
万
円	 

ほ
か	 

	 
	 

５
８
万
円	 

	 
	 ◎

妊
婦
健
康
診
査
事
業	 

	 

＊
妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託	 

８
６
０
０
万
円	 

	 

＊
特
定
不
妊
治
療
費
助
成	 

６
５
５
万
円	 

	 

＊
本
年
度
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
の	 

	 
	 

基
本
検
診
に
か
か
る
助
成
を
拡	 

	 
	 

大
䣎
䥹
１
回
３
千
円
１
４
回
分
䥺	 

	 

◎
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
事
業	 

	 

＊
本
年
１
０
月
よ
り
就
学
前
ま
で	 

	 
	 

の
乳
幼
児
の
医
療
費
を
無
料
化	 

	 
	 
	 

県	 

５
９
０
０
万
円	 

市	 

８
６
５
０
万
円	 

他	 
	 

６
９
６
万
円	 	 

◎
教
育
施
設
改
修
事
業	 

	 

＊
小
中
学
校
の
体
育
館
の
耐
震
䣍	 

	 
	 

大
宝
西
小
学
校
の
エ
レ
ベ
䤀
タ	 

	 
	 

䤀
設
置
䣍
金
勝
小
学
校
の
大
規	 

	 
	 

模
改
修
な
ど	 

国	 

１
億
６
７
０
０
万
円	 

市	 
	 
	 

７
０
０
０
万
円	 

借
金	 

３
億
６
０
０
０
万
円	 

Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付	 

８
２
０
万
円	 

	 
	 
	 ◎

コ
ン
ピ
勑
勖
タ
勖
推
進
事
業	 

	 

＊
公
務
用
パ
ソ
コ
ン
４
５
０
台
更	 

	 
	 

新	 
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◎
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業	 

	 

＊
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
の
自	 

	 
	 

立
・
家
計
診
断
䣍
学
習
支
援
を	 

	 
	 

実
施
䣎	 

	 
	 

国	 

１
２
６
０
万
円	 

市	 
	 

７
３
５
万
円	 	 

◎
予
防
接
種
等
事
業	 

	 

＊
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
自
己	 

	 
	 

負
担
の
軽
減	 

自
己
負
担	 

１
０
０
０
万
円	 

市	 
	 

２
億
１
８
８
０
万
円	 	 

◎
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
事
業	 

	 

＊
環
境
セ
ン
タ
䤀
管
理
運
営
費	 

	 

＊
一
般
廃
棄
物
収
集
委
託
ほ
か	 

	 
	 

県	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

７
３
万
円	 

手
数
料	 

２
億
５
０
０
０
万
円	 

市	 
	 
	 

２
億
８
８
０
０
万
円	 	 

◎
学
校
給
食
共
同
調
理
場
管
理
運	 

	 

	 

営
経
費	 

＊
給
食
費	 

２
億
２
９
０
０
万
円	 

＊
市	 

	 
	 

１
億
５
８
５
０
万
円	 

	 

◎
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
西
口
の
エ
レ
ベ
勖	 

	 

	 

タ
勖
基
本
設
計	 

１
５
０
０
万
円	 

	 

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
勖
制
度
対
応	 

	 

１
億
９
０
０
万
円	 	 

◎
県
議
会
議
員
選
挙	 １

４
０
０
万
円	 	 

◎
市
議
会
議
員
選
挙	 ３

８
０
０
万
円	 
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平成27年度	 会計別当初予算額比較  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会計名 
平成27年度 平成26年度 

増減 
予算額 構成比 予算額 構成比 

	 一般会計 232億9,000万円 59.5% 220億 600万円 59.9% 5.8% 

	 特別会計 158億5,800万円 40.5% 147億5,700万円 40.1% 7.5% 

  

土地取得特別会計 6億6,402万円 1.7% 1億9,652万円 0.5% 237.9% 

国民健康保険特別会計 60億6,621万円 15.5% 51億 740万円 13.9% 18.8% 

介護保険特別会計 31億6,829万円 8.1% 29億7,267万円 8.1% 6.6% 

栗東墓地公園特別会計 528万円 0.0% 527万円 0.0% 0.1% 

大津湖南都市計画事業栗東駅前

土地区画整理事業特別会計 
5,790万円 0.2% 6,421万円 0.2% －9.8% 

大津湖南都市計画事業栗東新都

心土地区画整理事業特別会計 
8,321万円 0.2% 8,533万円 0.2% －2.5% 

水道事業会計 19億7,215万円 5.0% 20億9,801万円 5.7% －6.0% 

公共下水道事業会計 32億9,314万円 8.4% 37億 473万円 10.1% －11.1% 

農業集落排水事業特別会計 3,248万円 0.1% 3,049万円 0.1% 6.5% 

後期高齢者医療特別会計 5億1,532万円 1.3% 4億9,237万円 1.3% 4.7% 

	 合計 391億4,800万円 100.0% 367億6,300万円 100.0% 6.5% 

個人 
質問 

Ｑ
．
近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
も
あ
り
１
日
の
降
雨
量
が
１
０
０

ミ
リ
以
上
と
な
る
大
雨
の
日
数
が
増
加
し
、
都
市
化
が
進
む
中
、

道
路
や
駐
車
場
な
ど
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ
れ

た
場
所
で
は
、
大
雨
が
降
る
と
地
下
に
浸
透
せ
ず
、
側
溝
等
か
ら

の
排
水
も
処
理
能
力
を
超
え
、
水
害
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
そ
ん
な
中
、
雨
水
は
「
流
せ
ば
洪
水
、
受
け
て
た
め
れ
ば
資

源
」
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
、
国
は
限
り
あ
る
水
資
源
の
有
効
活

用
を
昨
年
、
法
的
に
整
備
し
た
。
栗
東
市
の
雨
水
活
用
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。  

 

Ａ
．
雨
水
活
用
の
施
策
と
実
施
計
画
は
県
の
状
況
を
見
極
め
検
討

す
る
。
ま
た
、
区
画
整
理
事
業
や
大
規
模
開
発
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
調
整
池
等
に
よ
り
浸
水
災
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
が
、

貯
水
後
の
活
用
は
対
応
で
き
て
い
な
い
。
民
間
の
新
た
な
開
発
に

お
い
て
は
雨
水
の
流
出
時
間
を
遅
延
さ
せ
浸
水
被
害
の
軽
減
を
目

的
と
し
て
、
建
築
物
か
ら
の
雨
水
排
水
処
理
に
あ
た
り
雨
水
貯
留

タ
ン
ク
の
設
置
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。 

	 

Ｑ
．
浸
水
が
常
態
化
し
て
い
る
安
養
寺
地
区
に
ピ
ッ
ト
を
設
置
し
、

浸
水
対
策
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
そ
の
規
模
は
。 

 

Ａ
．
平
成
２
７
年
度
に
安
養
寺
北
街
区
１
号
線
内
に
、
内
幅
１
・

８
メ
ー
ト
ル
×１
・
８
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
が
２
・
９
メ
ー
ト
ル
の
規

模
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ピ
ッ
ト
を
道
路
地
下
に
設
け
る
。 

 

そ
の
中
に
、
直
径
１
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
排
水
ポ
ン
プ
を
設

置
し
、
葉
山
川
ま
で
の
約
１
１
０
メ
ー
ト
ル
の
間
、
道
路
下
に
圧

送
管
を
埋
設
し
て
強
制
排
水
す
る
。	 

	 

Ｑ
．
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
補
助
を
２
年
で
廃
止
す
る
理
由
は
。
法

的
に
雨
水
の
貯
水
を
後
押
し
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

Ａ
．
こ
の
法
律
の
趣
旨
を
鑑
み
な
が
ら
、
市
民
が
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
部
分
、
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
る
目
的
に
沿
っ
た
形
で
、

貯
留
タ
ン
ク
そ
の
も
の
の
助
成
制
度
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い 

 近年、短時間集中豪雨（いわゆるゲリラ豪雨）が各地で多発しており、川の氾濫
や下水の逆流により、多くの人命や財産が失われています。 
雨水の貯留・浸透の推進は、洪水被害の低減につながります。「流せば洪水、貯め
れば資源」ということで、今回は「雨水（あまみず）」の活用について聞きました。 



LET'S BEGIN! 
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４年任期の総括と今後の方針 

1

は
じ
め
に 

 
 	 

私
の
３
期
目
の
任
期
の
ス
タ
䤀
ト

は
䣍
あ
の
３
・
１
１
の
東
日
本
大
震
災

直
後
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
䣍
選
挙
自

体
は
定
数
通
り
の
立
候
補
と
い
う
こ
と

で
無
投
票
に
よ
る
決
着
で
し
た
䣎	 

	 

私
の
３
期
目
の
テ
䤀
マ
は
䣍
䣓
オ
䤀

ル
キ
䣺
ス
ト
の
ま
ち
づ
く
り
䣔
䣎	 

	 

こ
れ
は
䣍
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
仕

事
だ
け
で
は
な
く
䣍
そ
こ
に
住
む
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
を
持
ち
䣍

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
あ

る
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
こ
の
テ
䤀
マ

に
な
䣬
た
わ
け
で
す
が
䣍
イ
メ
䤀
ジ
と

し
て
は
䣍
映
画
の
ラ
ス
ト
に
な
が
れ
る

エ
ン
ド
ロ
䤀
ル
の
よ
う
に
䣍
様
々
な
活

動
に
参
加
し
た
市
民
一
人
ひ
と
り
の
名

前
が
䣍
も
の
に
も
心
に
も
刻
ま
れ
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
の
思
い

活
動
し
た
４
年
間
で
し
た
䣎	 

2

【
議
会
・
議
会
活
動
】 

	 	 

議
会
で
の
所
属
委
員
会
は
䣓
環
境
建
設
常
任
委
員

会
䣔
で
䣍
委
員
長
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
䣎	 

ま
た
䣍
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
対
策
特
別
委
員
会

に
も
所
属
し
䣍
Ｒ
Ｄ
産
廃
処
分
場
の
対
策
に
つ
い
て	 

審
査
し
て
き
ま
し
た
䣎
ま
た
䣍
議
会
改
革
特
別
委
員

会
䣍
そ
し
て
䣍
土
地
開
発
公
社
の
理
事
䣍
都
市
計
画

審
議
会
委
員
の
担
当
に
な
る
な
ど
䣍
こ
れ
ま
で
の
３

期
１
２
年
の
中
で
は
䣍
一
番
忙
し
く
䣍
ま
た
充
実
し

た
４
年
間
で
し
た
䣎	 

	 

そ
の
中
で
も
䣍
Ｒ
Ｄ
産
問
題
に
つ
い
て
は
䣍
時
間

の
経
過
と
と
も
に
解
決
に
向
け
た
地
元
住
民
と
の
幾

度
に
も
わ
た
る
協
議
が
進
め
ら
れ
䣍
県
と
し
て
も
環

境
省
の
助
言
を
得
て
䣍
問
題
解
決
へ
と
動
き
出
し
ま

3

し
た
䣎	 

	 

し
か
し
䣍
私
個
人
と
し
て
は
䣍
決

し
て
楽
観
視
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
䣍
特
に
こ
の
２
年
間
䣍
住

民
と
県
と
で
組
織
す
る
連
絡
協
議
会

に
お
任
せ
で
䣍
個
人
質
問
を
始
め
以

前
ほ
ど
積
極
的
な
活
動
を
取
䣬
て
い

な
い
こ
と
は
大
き
な
反
省
と
し
て
残

䣬
て
い
ま
す
䣎	 

	 
	 

	 

つ
ぎ
に
䣍
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
䣍

３
期
目
の
マ
ニ
フ
䣷
ス
ト
䣓
私
の
仕

事
䣔
に
も
掲
げ
た
䣓
議
会
基
本
条
例
䣔

の
制
定
に
漕
ぎ
着
け
た
こ
と
は
達
成

感
を
感
じ
ま
す
が
䣍
あ
と
は
こ
の
条

例
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
の
課
題

が
残
䣬
て
い
ま
す
䣎
ま
だ
ま
だ
改
革

の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
䣎	 

	 

つ
ぎ
に
䣍
土
地
開
発
公
社
問
題
で

は
䣍
新
幹
線
の
新
駅
が
中
止
に
な
䣬

て
土
地
開
発
公
社
の
経
営
が
困
難
に

な
り
䣍
広
大
な
土
地
䥹
約
11

ha
䥺
が

塩
漬
け
に
な
䣬
た
訳
で
す
が
䣍
そ
れ

ら
の
土
地
の
簿
価
が
約
１
６
５
億
円

に
の
ぼ
り
䣍
そ
の
返
済
を
栗
東
市
が

債
務
保
証
を
し
て
い
る
関
係
上
䣍
市

の
財
政
を
圧
迫
䣎
そ
の
対
策
と
し
て
䣍

土
地
開
発
公
社
を
解
散
し
䣍
そ
の
借

金
を
国
の
三
セ
ク
債
を
活
用
し
返
済

し
て
い
く
と
い
う
事
案
に
携
わ
れ
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
䣎	 

	 

劭
個
人
的
活
動
劮	 

	 	 

５
年
ほ
ど
前
か
ら
䣍
次
世
代
エ
ネ

4

ル
ギ
䤀
へ
の
興
味
か
ら
䣍
菜
の
花
プ
ロ

ジ
䣷
ク
ト
䥹
代
表
䥽
藤
井
絢
子
氏
䥺
に

参
加
し
䣍
菜
種
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
燃

料
の
取
り
組
み
の
た
め
に
福
島
県
須

賀
川
市
で
の
菜
種
の
種
ま
き
な
ど
を

行
䣬
て
き
て
い
ま
し
た
が
䣍
東
日
本
震

災
以
降
は
䣍
毎
年
䣍
福
島
県
の
南
相
馬

市
䣍
須
賀
川
市
䣍
い
わ
き
市
で
地
元
の

学
生
も
含
め
䣍
放
射
能
汚
染
等
か
ら
耕

作
放
棄
と
な
䣬
た
土
地
に
䣍
菜
種
を
蒔

き
䣍
復
興
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
䣍
新
た
な
出
会
い
と
貴
重
な

経
験
に
つ
な
が
䣬
て
い
ま
す
䣎	 

	 

劭
こ
れ
か
ら
劮	 

	 

	 	 

最
後
に
䣍
栗
東
市
の
こ
と
だ
け
で
は

な
く
国
の
行
く
末
に
も
不
安
を
感
じ

て
い
ま
す
䣎
い
ま
政
府
は
䣍
か
つ
て
な

い
ほ
ど
䣍
情
報
操
作
を
含
め
䣍
国
民
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
政
治
を
行
䣬
て

い
ま
す
䣎	 

	 

個
人
的
に
は
䣍
①
原
発
問
題
と
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
䤀
䣍
②
憲
法
の
改
正
䣍
③

沖
縄
問
題
に
つ
い
て
広
く
議
論
す
る

場
が
欲
し
い
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎	 

	 

原
発
問
題
に
お
い
て
は
䣍
私
は
䣍
あ

の
福
島
原
発
事
故
を
目
の
当
た
り
に

し
䣍
原
子
力
技
術
は
核
廃
棄
物
の
処
理

の
技
術
が
世
界
の
ど
こ
で
も
未
だ
に

整
䣬
て
い
な
い
こ
と
䣍
ま
た
䣍
そ
の
処

理
に
は
と
て
つ
も
な
く
多
く
の
時
間

を
要
す
る
と
い
う
こ
と
䣍
そ
し
て
䣍
安

全
神
話
が
崩
壊
し
た
今
䣍
一
度
事
故
が

起
き
れ
ば
䣍
人
間
の
今
の
技
術
で
は
到

底
制
御
で
き
な
い
事
態
に
な
䣬
て
し

ま
う
こ
と
が
わ
か
䣬
た
こ
と
を
認
識

5

す
べ
き
で
す
䣎	 

	 

ま
た
䣍
憲
法
の
問
題
は
䣍
䣓
改
正
䣔
と

い
う
と
イ
コ
䤀
ル
䣓
９
条
の
改
正
䣔
に
特

化
し
た
議
論
に
な
䣬
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
䣍
憲
法
全
体
を
見
た
中
で
の
現
実
と
条

文
と
の
関
係
が
䣍
時
代
や
世
界
の
情
勢
と

マ
䣹
チ
し
て
い
る
の
か
を
検
証
す
べ
き
と

考
え
ま
す
䣎	 

	 

	 

そ
し
て
䣍
沖
縄
問
題
は
䣍
い
ま
何
と
言

䣬
て
も
政
府
の
対
応
が
異
常
で
す
䣎
あ
の

理
不
尽
な
地
位
協
定
を
押
し
付
け
た
ま
ま

で
䣍
沖
縄
県
民
の
民
意
を
無
視
し
た
政
府

の
対
応
に
は
怒
り
を
覚
え
ま
す
䣎 

	 	 

４
期
目
の
テ
䤀
マ
は
䣍
䣓
こ
の
ま
ち
が

好
き
だ
か
ら
䦅
未
来
の
生
ま
れ
る
場
を
つ

く
る
䦅
䣔
で
す
が
䣍
ま
ず
䣍
立
ち
位
置
と

し
て
は
䣍
議
員
と
し
て
は
䣍
議
会
内
で
一

切
の
役
職
を
持
た
ず
䣍
１
票
の
採
決
権
を

持
䣬
た
議
員
と
し
て
䣍
自
分
の
理
念
に
基

づ
き
活
動
す
る
４
年
と
し
た
い
で
す
䣎	 

	 

そ
し
て
䣍
活
動
内
容
と
し
て
は
䣍
栗
東

市
政
へ
の
関
与
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
䣍

原
発
問
題
䣍
憲
法
改
正
問
題
䣍
基
地
移
転

を
含
む
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
䣍
栗
東
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
䣍
事
実
に
基
づ
く
䣍

そ
し
て
右
や
左
に
偏
ら
な
い
情
報
を
共
有

し
䣍
と
も
に
学
べ
る
場
を
創
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
䣎
䥹
詳
し
く
は
䣍
䣓
私
の
仕

事
䣔
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
䥺	 

	 

い
ず
れ
に
し
て
も
䣍
䣓
常
に
主
権
は
市

民
䣔
を
忘
れ
ず
に
頑
張
䣬
て
い
く
所
存
で

す
の
で
䣍
叱
咤
激
励
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
䣎	 


